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平成 30 年度 

東山校友会 総会・懇親会 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

日時：平成 30 年 6 月 16 日（土）    

総 会 17 時 00 分～  

講演会 18 時 00 分～  

懇親会 19 時 00 分～  

会場：京都ブライトンホテル       
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平成 30 年度 東山校友会 

総会・講演会・懇親会 次第 

 

   ■第 1部 総会 

    【時間】17時 00分～17時 45分（予定） 

    【次第】Ⅰ．開会の辞  

        Ⅱ．黙   祷 

        Ⅲ．会 長 挨 拶 

        Ⅳ．議 長 選 出 

        Ⅴ．議   事 

          1．平成 29年度 事業報告 

          2．平成 29年度 会計収支決算報告 

          3．平成 29年度 会計監査報告 

          4．平成 30年度 事業計画 

          5．平成 30年度 会計収支予算 

          6．東山中学高等学校創立 150周年に係る本会記念事業計画 

          7．東山中学高等学校創立 150周年に係る本会記念事業予算 

          8．その他 

   ■第 2部 講演会 

    【時間】18時 00分～18時 45分（予定） 

    【講師】山田 敏之 氏（P.19「講演会講師ご紹介」ご参照ください） 

    【演題】「ビジネスの視点から京都の農業を考える」（P.17・18「講演会資料」ご参照ください） 

   ■第 3部 懇親会 

    【時間】19時 00分～21時 00分（予定） 

    【次第】 ・オープニング 

         ・会 長 挨 拶 

         ・御来賓紹介 

         ・学校長挨拶 

         ・副校長・校長代行挨拶 

         ・乾   杯 

         ・会食・歓談 

         ・福引・年男の方へ記念品贈呈（本年の干支は戌です） 

         ・校 歌 斉 唱 

         ・東山中学高等学校 創立 150周年 本会実行委員長挨拶 

         ・閉会の挨拶 

         ・閉 会 の 辞 
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日程 内容 場所

1
 平成29年
  4月 8日(土)

東山中学高等学校入学式（会長出席）
東山中学高等学校

体育館

【平成28年度 会計監査】(会長・会計・会計監査出席)
東山中学高等学校

応接室

【4月常任幹事会】(11名出席)

　審議事項

　　・平成28度 事業報告(案)・会計収支決算報告(案)・会計監査報告

　　・平成29年度 事業計画(案)・会計収支予算(案)

　　・平成29年度 総会・懇親会について

　　・東山中学高等学校 創立150周年記念事業について

【5月常任幹事会・幹事会】(21名出席)

　審議事項

　　・平成28度 事業報告(案)・会計収支決算報告(案)・会計監査報告

　　・平成29年度 事業計画(案)・会計収支予算(案)

　　・平成29年度 総会・懇親会について

　　・東山中学高等学校 創立150周年記念事業について

【第1部 総会】(来賓10名／会員111名出席)

　議事

　　1.平成28年度 事業報告　　　　　5.平成29年度 会計収支予算

　　2.平成28年度 会計収支決算報告　6.東山中学高等学校創立150周年

　　3.平成28年度 会計監査報告　　　  に係る本会記念事業計画

　　4.平成29年度 事業計画　　　　　7.その他

【第2部 講演会】

　　講師：白石方一氏

　　演題：「21世紀の新聞の役割とは？」

【第3部 懇親会】

　　懇親・会食

5  6月23日(木) 東山会 懇親会　(会長出席)
ウェスティン都

ホテル

【第3回東山校友会文化・経済フォーラム】(来賓1名／会員54名出席)

　　1.ガシ校キーパーソンズ リレートーク

　　　近藤高弘氏→横山央一氏→寺島大悟氏

　　2.ガシ校キーパーソンズ トークライブ

　　　島田昭彦氏×近藤高弘氏×横山央一氏×寺島大悟氏

　　3.懇親会

7  10月21日(土) 【第2回東山校友会ゴルフコンペ】（23名出席） 比良ゴルフ倶楽部

【第1回東山校友会文化・経済フォーラムinTOKYO】（会員25名）

　　1.ガシ校キーパーソンズ リレートーク

　　　山村幸広氏→鏡リュウジ氏→渡邊統一郎氏

　　2.懇親会

【正副会長会】（正・副会長他計7名）
　審議事項

　　・東山中学高等学校 創立150周年記念事業について

　　・文化・経済フォーラムについて

　　・平成29・30年度事業計画について

 6月17日(土)
 京都ブライトン

ホテル

 8月23日(水)6
からすま

京都ホテル

平成29年度　東山校友会事業報告

3
東山中学高等学校

会議室
 5月13日(土)

2  4月15日(土)

9  11月18日(土)
おおたや

(京都市中京区)

東山中学高等学校
会議室

8  11月10日(金)
MIRROR

(東京都台東区)
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【東山中学高等学校創立150周年実行委員会】（8名出席）

　　・東山中学高等学校 創立150周年記念事業について

【12月常任幹事会・幹事会】(27名出席)

　審議事項

　　・平成30年度 総会・懇親会について

　　・東山中学高等学校創立150周年記念事業について

　　・文化・経済フォーラムについて

【忘年会】(34名出席)

13
平成30年
  3月 1日(水)

東山高等学校卒業式（会長出席）
東山中学高等学校

体育館

【3月常任幹事会・幹事会】

　審議事項

　　・東山中学高等学校創立150周年記念事業について

　　・文化・経済フォーラムについて

　　・平成30年度 総会・懇親会について

14  3月15日(水) 東山中学校卒業式 （会長出席）
東山中学高等学校

講堂

【第4回東山校友会文化・経済フォーラム】（来賓2名、会員77名）

　　1.ガシ校キーパーソンズ リレートーク

　　　石川輝宗氏→熊谷保氏→太田侑馬氏

　　2.ガシ校キーパーソンズ トークライブ

　　　島田昭彦氏×石川輝宗氏×熊谷保氏×太田侑馬氏

　　3.懇親会

━ 随時

【全国大会出場各クラブに激励金交付】

・高校卓球部：インターハイ、選抜大会出場

・高校バレーボール部：インターハイ出場

・高校バスケットボール部：インターハイ出場

・高校テニス部：インターハイ、選抜大会、JOC全日本ジュニア選抜出場

12

・高校レスリング競技：インターハイ出場、選抜大会出場

東山中学高等学校
会議室

 3月10日(土)

15  3月25日(金)
からすま

京都ホテル

12月 9日(土)

10

佳久
(京都市中京区)

11
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平成29年4月 1日から
平成30年3月31日まで

【収入の部】 （単位：円）

科　　目 29年度予算額 29年度決算額 差　引 備　　考

入会予納金（会費）  4,824,000  4,808,250 △ 15,750
中学454名・高校1,154名（@3,000）
※退学者による端数有

寄付金  300,000  441,370  141,370

総会会費  1,200,000  1,080,000 △ 120,000 総会会費　@10,000×108名

研修会費  1,000,000  740,000 △ 260,000
文化・経済フォーラム会費
@5,000×118名／@6,000×25名

雑収入  100,000  110,000  10,000 総会酒肴料

預金利息  200  35 △ 165

前年度繰越金  3,399,948  3,399,948  0

合　　計  10,824,148  10,579,603 △ 244,545

【支出の部】 （単位：円）

科　　目 29年度予算額 29年度決算額 差　引 備　　考

総会費  1,400,000  1,373,657  26,343 総会・懇親会費用

会議費  100,000  28,860  71,140 常任幹事会・幹事会会場費、飲料代

印刷費  300,000  273,844  26,156 総会案内状印刷代

通信費  300,000  227,479  72,521 総会、幹事会案内等送料

慶弔費  100,000  19,882  80,118 弔電、供花

記念品費  300,000  271,065  28,935
中学卒業生への記念品（ｷｰﾎﾙﾀﾞ-）
高校卒業生への記念品（印鑑・ｹｰｽ）

クラブ支援費  900,000  680,000  220,000 全国大会出場クラブ支援金

東山後援会会費  804,000  801,375  2,625 入会予納金の1/6

雑費  50,000  20,324  29,676 酒肴料・残高証明書・振込手数料等

広報費  500,000  208,440  291,560 HP管理費

研修会費  1,900,000  1,502,365  397,635
文化・経済フォーラム関係費用
（京都開催2回／東京開催1回）

150周年記念事業積立金  1,000,000  1,000,000  0

予備費  200,000  0  200,000

次年度繰越金  2,970,148  4,172,312 △ 1,202,164

合　　計  10,824,148  10,579,603  244,545

【監査報告】

平成29年度　東山校友会収支決算書

　　　　上記の監査の結果、適正であることを認めます。

2018年4月21日

　　　会計監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

　　　会計監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　
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財産目録

【　預　金　】

種　類 預入先 口座番号 金　額

普通預金 京都中央信金　三条支店 144583 4,172,312

4,172,312

【150周年記念事業積立金】

種　類 預入先 口座番号 金　額

普通預金 京都中央信金　三条支店 1209806 4,500,510

4,500,510

【特別会計】 元利継続式

種　類 預入先 口座番号 金　額

定期預金 京都中央信金　三条支店 0008001-0032 15,061,274

15,061,274

【150周年協賛広告】

種　類 預入先 口座番号 金　額

普通預金 京都中央信金　三条支店 1247782 140,000

140,000

23,874,096

平成30年3月31日現在

計　　　①

計　　　②

計　　　③

合　計（①＋②＋③＋④）

計　　　④
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日程 事業内容 場所

平成30年
4月 8日(日)

2 4月12日(金) 第3回ゴルフコンペ 比良ゴルフ倶楽部

3 平成29年度会計監査(13:00～) 東山中学高等学校 応接室

4 4月常任幹事会(14:00～) 東山中学高等学校 会議室

5 5月12日(土) 5月常任幹事会・幹事会(14:00～) 京都商工会議所

6 創立150周年実行委員会(15:00～）

7 平成30年度 総会・懇親会(16:00集合)

8 7月11日(水) 第2回文化・経済フォーラム in TOKYO MIRROR（予定）

9 創立150周年実行委員会

10 7月常任幹事会・幹事会

11 8月中～下旬 創立150周年記念事業 新聞広告掲載 京都新聞

12 創立150周年実行委員会

13 第5回文化・経済フォーラム

14 9月15日(土) 創立150周年実行委員会 未定

15 10月13日(土)
東山中学高等学校 創立150周年記念
第4回東山校友会ゴルフコンペ

比良ゴルフ倶楽部

16 10月22日(月) 東山中学高等学校 創立150周年記念式典 ロームシアター

17 10月27日(土) 東山中学高等学校 創立150周年記念祝賀会 京都ホテルオークラ

18 12月常任幹事・幹事会

19 忘年会

平成31年
3月 1日(金)

21 創立150周年実行委員会

22 3月常任幹事会・幹事会

23 3月15日(金) 東山中学校 卒業式 東山中学高等学校 講堂

24 3月下旬 第6回文化・経済フォーラム からすま京都ホテル(予定)

25 適宜 全国大会出場・出品激励金交付事業 ━

26 適宜 文化・経済フォーラム分科会 ━

27 上記以外適宜 創立150周年記念実行委員会分科会 ━

3月 9日(土) 未定

12月 8日(土)

20 東山高等学校 卒業式 東山中学高等学校 体育館

からすま京都ホテル(予定)8月下旬～9月

未定

平成30年度 東山校友会 事業計画

1 東山中学高等学校 入学式 東山中学高等学校 体育館

4月21日(土)

6月16日(土)

7月21日(土)

京都ブライトンホテル

おおたや
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平成30年4月 1日から

平成31年3月31日まで

【収入の部】 （単位：円）

科　　目 平成29年度決算額 平成30年度予算額 備　　考

入会予納金（会費）  4,808,250  5,040,000
中学　@3,000×　507名
高校　@3,000×1,173名

寄付金  441,370  200,000

総会会費  1,080,000  1,200,000 総会会費　@10,000×120名

研修会会費  740,000  1,300,000 @5,000×260名

雑収入  110,000  100,000

預金利息  35  200

前年度繰越金  3,399,948  4,172,312

合　　計  10,579,603  12,012,512

【支出の部】 （単位：円）

科　　目 平成29年度決算額 平成30年度予算額 備　　考

総会費  1,373,657  1,400,000

会議費  28,860  100,000

印刷費  273,844  300,000

通信費  227,479  300,000 総会、幹事会案内等送料

慶弔費  19,882  100,000

記念品費  271,065  300,000 中学・高校 卒業記念品

クラブ支援費  680,000  900,000 全国大会出場クラブ支援

東援会会費  801,375  840,000 入会予納金の1/6

雑費  20,324  50,000

広報費  208,440  500,000 HP管理・リニューアル費用

研修会費  1,502,365  2,200,000 文化・経済フォーラム関係費

150周年記念事業積立金  1,000,000  1,000,000

予備費  0  200,000

次年度繰越金  4,172,312  3,822,512

合　　計  10,579,603  12,012,512

※支出においては科目間の流用を認める。

平成30年度　東山校友会収支予算書

※平成30年度においては東山中学高等学校の創立150周年に伴い
　　「150周年記念事業積立金」より積立金額(平成30年度分含)　5,500,510円
　　「特別会計」の内より　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,500,000円
　を「東山校友会 東山中学高等学校創立150周年記念事業予算」へ振替。
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東山校友会 東山中学高等学校創立 150周年記念事業計画 

 ①東山中学高等学校 創立 150周年記念式典・記念講演・祝賀会 

  ・日時：平成 30年 10月 27日(土) 

      15:30～受付・16:30～記念式典・17:30～記念講演・18:30～記念祝賀会 

  ・会場：京都ホテルオークラ 

     3F：呈茶席、展示ブース、記念式典、記念講演 ／ 4F：記念祝賀会 

  ・参加予定人数：450人(学校関係者 250人、東山校友会会員 200人) 

  ・総合司会：森本 栄浩 氏（S54年度卒／毎日放送アナウンサー） 

  ・呈茶席：東山中学校茶道部、東山校友会会員にて 

  ・当日のスケジュール 

    16:30～記念式典 

     主管：東山中学高等学校 

     内容：式辞、記念映像放映、祝辞、謝辞他 

    17:30～記念講演 

     主管：東山校友会 

     内容：コーディネーター：島田 昭彦 氏（S57 年度卒／㈱クリップ代表・京都おもてなし大使） 

        パネラー：数名予定 

    18:30～記念祝賀会 （約 120分予定） 

     主管：東山校友会 

     内容：祝舞、挨拶、鏡開き、会食 

     祝舞：茂山 千作 氏・茂山 千五郎 氏 

  ・案内先：学校関係来賓、東山校友会会員（約 2,000名） 

  ・発送時期：8月 20日頃発送予定、9月末頃締切予定 

②オプショナルツアー学校見学 

  ・日時：平成 30年 10月 27日(土)  13:30～受付・食堂解放、14:00～学校見学ツアー 

③東山中学高等学校 創立 150周年記念新聞広告 

  ・募集期間：平成 30年 5月～6月(7月下旬最終決定) 

  ・掲載時期：平成 30年 8月中旬～下旬 京都新聞朝刊カラー二面広告 

  ・掲載目標数：500件 （6/15現在 約 180件） 

④学報号外版発行 

  ・東山中学高等学校 創立 150周年記念式典・記念講演・祝賀会の当日出席者に配布 

  ・後日、東山校友会会員（約 20,000名）に郵送 

⑤ＷＥＢサイト整備 

  ・東山中学高等学校 創立 150周年記念特設サイトの開設 

  ・東山校友会ＷＥＢサイトの整備 

⑥東山校友会文化・経済フォーラムの開催 

  ・京都開催(年 2回)、東京開催(年 1回) 

  ・東京開催は東京支部(仮称)創設の前段階として開催 

⑦学校行事「法然上人と共に歩む心の旅」への協力 

  ・日時：平成 30年 8月 18日～23日(5泊 6日) 

  ・行程：岡山県誕生寺～比叡山青龍寺 270km歩行 

  ・協力内容：サポート費用、上記日程への同行、物品協力他 

⑧東山校友会ゴルフコンペの開催 

  ・日時：平成 30年 10月 13日(土) 

  ・場所：比良ゴルフ倶楽部
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平成30年4月 1日から

平成31年3月31日まで

【収入の部】 （単位：円）

収入項目 金額 備　　考

本会積立金  5,500,510

特別会計より  9,500,000

当日会費  4,500,000 @10,000*450

新聞広告協賛費  5,000,000 @10,000*500

学校負担金  3,500,000 折半分

合　　計  28,000,510

【支出の部】 （単位：円）

支出項目 金額 備　　考

記念式典・講演会費用  2,214,000 別紙見積の通り／京都ﾎﾃﾙｵｰｸﾗ

祝賀会費用  7,645,860 別紙見積の通り／京都ﾎﾃﾙｵｰｸﾗ

講演会・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ謝礼  1,000,000 講演料、衣装費

司会謝礼  150,000 森本栄治氏(謝100,000、車50,000)

案内状作成費用  200,000

発送費用  246,000 @82*3,000通

呈茶席  300,000

パネル展示  500,000 ﾊﾟﾈﾙ作成、ｲｰｾﾞﾙ、ｷｬﾌﾟｼｮﾝ作成/日商社

BGM  200,000 祝賀会中生演奏(5名予定、楽器費)／ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌﾟﾗﾝ

小計  12,455,860

プロデュース費  1,000,000 運営、進行、ｼﾅﾘｵ作成、人件費/日商社

参加者食堂体験費  42,000 定食@420*100名

新聞二面広告費用  7,000,000 京都新聞ｶﾗｰ2面(製作費含)広告費用

協賛依頼リーフレット  50,000 A4ｶﾗｰ両面刷(製作費含)

小計  7,050,000

製作費用  2,500,000 作成費、印刷費含／ｱｲｻﾎﾟｰﾄ、日商社

発送費用  1,840,000 全会員発送 @92*20,000通

小計  4,340,000

制作費用  2,000,000 特設WEBｻｲﾄ構築、関係撮影他／ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌﾟﾗﾝ

サポート費用  500,000 最大15名(高1・高2生徒／企画運営サポート

予備費  612,650

合　　計  28,000,510

※支出においては科目間の流用を認める。

東山校友会 東山中学高等学校創立150周年記念事業予算

【式典運営・進行プロデュース】

【式典・講演会・祝賀会】

【オプショナルツアー】

【予備費】

【「法然上人と共に歩む心の旅」企画】

【創立150周年特設WEBサイト】

【学報号外版】

【新聞広告】
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東山校友会 会則 
 

第１章 総 則 

（名称） 

第 １ 条 本会は、東山校友会（以下、「本会」という）と称する。 

（事務局） 

第 ２ 条 本会の事務局は、東山中学・高等学校内（京都市左京区永観堂町５１番地）に置く。 

（目的） 

第 ３ 条 本会は、会員相互の親睦と連携を図り、東山中学・高等学校の発展に寄与するとともに、在校生の

活動支援を目的とする。 

（事業） 

第 ４ 条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

     （１）東山中学・高等学校の教育事業への協力、支援。 

     （２）東山中学・高等学校の外郭団体への協力。 

     （３）本会会員の親睦と研鑚。 

     （４）その他、本会の目的達成に必要な事業。 

 

第２章 会 員 

（会員） 

第 ５ 条 本会の会員は、次の通りとする。 

     （１）正 会 員 東山中学高等学校の卒業生。 

     （２）特別会員 東山中学高等学校の教職員ならびに退職教職員。 

（会費） 

第 ６ 条 正会員は、終身会費として、在学中に入会預納金として納める。 

     ただし、特別会員は会費を徴収しないものとする。 

   ２ 本会の目的達成に必要である特別な事業は、臨時会費を徴収することができる。 

 

第３章 役 員 

（役員の種別） 

第 ７ 条 本会に次の役員を置く。 

     （１）会  長  １名 

     （２）副 会 長  ３名 

     （３）会  計  ４名 

     （４）常任幹事 １０名以内 

     （５）幹  事 ２０名以内 

     （６）会計監査  ２名 

（役員の選任） 

第 ８ 条 本会の役員の選出は、次の通りとする。 

     （１）会長は、正会員より会長選考委員会で選出し、幹事会で承認し、総会で報告する。 

     （２）副会長は、正会員より会長が指名する。 

     （３）会計は、正会員より２名、特別会員より東山中学高等学校校長推薦の２名を会長が 

        委嘱する。 

     （４）常任幹事は、正会員より正・副会長会で選出し、会長が委嘱する。 

     （５）幹事は、正会員より正・副会長会で選出し、常任幹事会で承認する。 

     （６）会計監査は、正会員より常任幹事会で選出し、会長が委嘱する。 

（役員の任期） 

第 ９ 条 本会の役員の任期は次の通りとする。 

     （１）会長の任期は１期３年の２期６年までとする。 

     （２）会長以外の役員の任期は１期３年とする。ただし、再任は妨げない。 

     （３）期半ばで選出された役員の任期は、その期の末までとする。 
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（役員の職務） 

第１０条 本会の役員は、次の職務を行うものとする。 

     （１）会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

     （２）副会長は、会長を補佐し、会長不在の時はその職務を代行する。 

     （３）会計は、本会の会計を司る。 

     （４）常任幹事は、会務の円滑な運営を図る。 

     （５）幹事は、本会の会務を処理する。 

     （６）会計監査は、本会の会計を監査する。 

（名誉顧問） 

第１１条 本会に名誉顧問を置くことができる。 

   ２ 名誉顧問は、本会への功績のあった会員より会長が推薦し、常任幹事会の承認を経る。 

   ３ 名誉顧問は、本会の目的達成に必要な事項について、会長の諮問に応じる。 

 

第４章 会 議 

（会議） 

第１２条 総会は会員をもって構成し、幹事会の決議事項および会計、事業等の活動報告をする。 

   ２ 正・副会長会は、会長・副会長をもって構成し、本会の目的に沿って会務を運営する。 

   ３ 常任幹事会は、幹事を除く役員で構成し、本会の目的達成に必要な事項を協議・審議する。 

   ４ 幹事会は、役員をもって構成し、会則の定める重要事項を決議する。 

   ５ 委員会は、委員長および委員をもって構成し、設置目的を遂行する。 

（招集） 

第１３条 定期総会は年に１回開催し、臨時総会は必要に応じて、会長が招集する。 

   ２ 正・副会長会及び常任幹事会は、必要に応じて会長が招集する。 

   ３ 幹事会は、定期に２回開催するものとし、会長がこれを招集する。 

   ４ 委員会は、委員長が必要に応じて招集する。 

（議長） 

第１４条 総会ならびに諸会議の議長は会長の指名による。 

（議決） 

第１５条 会議の議決は、出席者の過半数で決し、可否同数の場合は議長が決する。 

 

第５章 会 計 

（会計） 

第１６条 本会の会計は、会費・寄付金及びその他の収入をもってあてる。 

   ２ 本会の寄付金として、１口２千円を募ることができる。 

（会計年度） 

第１７条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第６章 雑 則 

（委任） 

第１８条 この会則に定めなく、措置が必要と思われる事項については、会長がこれにあたる。 

 

附則 

  １ ．本会則は、平成２２年７月１日から施行する。 

  ２ ．平成２７年６月２０日一部改正。 
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平成 30 年度 全国高等学校総合体育大会 京都府予選優勝 

インターハイ出場決定おめでとう！ 
 
■卓球部 2 年連続 67 回目の優勝  顧問：宮木 操 先生(S54 年度卒) 

 

男子団体  優勝          

メンバー 竹内・六本木・田仲・宮木 

竹村・柴田・芝・高澤   

シングルス 優勝 竹内 佑 ＊   

2 位 六本木瑛介＊   

3 位 竹村浩輝 ＊   

4 位 田仲禄斗 ＊   

5 位 高澤昇平     

6 位 森下陽也     

7 位 芝 優人     

8 位 宮木宏輔     

ダブルス  優勝 田仲・宮木＊   

２位 六本木・森下＊  

3 位 竹内・竹村    

 

■バスケットボール部 4 年連続 6 回目の優勝 
顧問：田中幸信 先生(S47 年度卒)・大澤徹也 先生(H11 年度卒) 

 

2 回戦 東山 128-43 桃山    

準々決勝東山 122-55 福知山成美 

準決勝 東山 95-59 山城    

決勝 東山 68-57 洛南    
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平成 30 年度 全国高等学校総合体育大会 京都府予選優勝 

インターハイ出場決定おめでとう！ 
 

■テニス部 2 年連続 28 回目の優勝 
顧問：羽谷 隆 先生・武村 篤 先生(H14 年度卒) 

 

男子団体  優勝          

メンバー 坂元・小路・橋本   

菊池・藤原      

男子シングルス 優勝  藤原智也＊ 

準優勝 小路博隆＊ 

男子ダブルス 準優勝 小路・藤原＊ 

 

 

 

 

 

 

■サッカー部 6 年ぶり 2 回目の優勝 
顧問：福重良一 先生・中原大亮 先生・福井 真 先生(H5 年度卒) 

 

第３回戦 東山６-０ 京都朝鮮 

第４回戦 東山３-１ 山城   

準々決勝 東山８-０ 洛南   

準決勝 東山２-１ 京都共栄 

決勝 東山２-０ 京都橘  

 

 

 

 

 

 

■レスリング競技 4 年連続のインターハイ出場 

      125 ㎏級 優勝 桑畑悠貴 (柔道部所属) 
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NHK 杯全国高校放送コンテスト京都府大会 
第 65 回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト出場決定おめでとう！ 

■放送部 テレビドキュメント部門２位         顧問：天野俊次 先生 
 

作品名『だれも知らないカイダン話』 
 

メンバー 竹下兼太朗        
福西 諒         
小谷究太郎        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京都高校写真連盟審査会 
第 42 回全国高等学校総合文化祭出展決定おめでとう！ 

■写真部 団体優勝              顧問：波嶌 博先生(S58 年度卒) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

第二席 坂本 歩 作品名『大好き』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三席 植野由遼 作品名『幸せを呼ぶだるま』 

 

 

 

 

 

第三席 山口研仁 作品名『時は流れて』 
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その他のクラブの活躍 
【高等学校】 
 ■ラグビー部 
  平成 30 年度 京都府高等学校ラグビーフットボール選手権大会 7 人制 

ベスト 8 

 ■柔道部 
  平成 30 年度 インターハイ 京都府予選 
   個人 73 ㌔級 3 位・81 ㌔級 準優勝・100 ㌔級 3 位 

 ■剣道部 
  平成 30 年度 インターハイ 京都予選 団体ベスト 4 

 ■硬式野球部 
  平成 30 年度 春季京都府高等学校野球大会 ベスト 4 

 ■軟式野球部 
  平成 30 年度 春季高等学校軟式野球大会 優勝 

 ■水泳部 
  平成 30 年度 インターハイ 京都予選 100M 自由形 2 位 

 ■将棋部（同好会） 
  平成 30 年度 全国高校将棋京都府選手権大会  
   男子団体 決勝トーナメント 出場・個人 3 位 

【中学校】 
 ■陸上部 
  平成 30 年度 京都市中学校春季総合体育大会 
   走り幅跳び 優勝・110M ハードル 2 位 
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講演会資料① 

 
社員 ﾊﾟｰﾄ 合計

7 1995 3 山田敏之　就農。売り上げ目標１億円。 4,000 0 0 0

8 1996 6,900 0 0 0

3 九条ねぎに絞込み周年栽培開始。

八百重取引開始。

7 京都中央卸市場に出荷開始。

10 1998 15,500 0 2 2

11 1999 15,000 0 2 2

3 カットネギ開始。宝産業取引開始。

12 営業開始。（東京、新宿）

1 藤平取引開始。

12 市長賞受賞。

5 有限会社竹田の子守唄　設立。　

6 一風堂取引開始。

7 城南宮工場完成。

6 美山養鶏場完成。

9 冷夏長雨によるねぎの不作（１０年に１度の規模）

1 京都中小企業家同友会入会

2 たまご販売開始。　

4 たまご異動禁止。

6 菓子部発足。

8 ねぎ部　５％値上げを行う。

2 ２月、５月にケーキ屋オープン。

10 同友会実践道場第２期入門

1 こと京都株式会社　社名変更。

4 同友会実践道場第２期卒業

1 京都伊勢丹南北自由通路店　菓子部出品

4 菓子部北白川店撤退

11 京都府農林漁業功労者賞受賞

4 南丹市美山町で九条葱栽培研究会と栽培開始

5 資本５００万増資、資本金１，０００万

6 直売所開始（ゼスト御池　寺町広場）

8 ことねぎ会発足

6 菓子部イズミヤ白梅町店撤退

9 8～９月高温により、作物の不作。観測史上初。

12 新本社工場竣工

2 新本社工場内覧会

3 震災の影響で、契約据え置きや出荷ストップ。

9 スーパーの導入が加速

10 あらゆる展示会に出展

1 厳冬により不作で大打撃

3 得意先への出荷ストップ

9 葱の加工品販売（葱油・ドレッシング・乾燥葱）

3 「農業・食料産業イノベーション大賞」大賞受賞

4 独立研修制度開始（初年度7人）

8 通販事業部　発足

10 第1回地場もん国民大賞（審査委員賞受賞）

12 第1回6次産業ﾈｯﾄﾜｰｸ（農林水産大臣賞受賞）

1 こと日本㈱　設立 176,000 1 0 1

（就農20年目の年）

9 第8回京都創造者大賞・企業部門受賞

2 こと京都：向島工場竣工（敷地面積600坪） 208,000 1 0 1
4 美山で米事業開始 996,000 36 63 99
6 静岡で白葱生産開始 316,000 2 0 2
6 15周年記念 1,160,000 51 77 128
3 こと京都野菜㈱冷凍工場竣工 40,000 0 0 0
6 静岡で白葱生産開始 423,000 2 0 2
1 ブランド「こと九条ねぎ」
6 日本農業法人協会　会長就任
10 全国優良経営体表彰　農林水産大臣賞受賞
８～台風被害(5号・18号・21号・22号)
3 こと美山：ライスセンター竣工 15,000 1 1 2
1 こと京野菜：営業強化 120,000 3 10 13
1 静岡藤枝市に移転 300,000 2 1 3
8 台風災害対策　防風ネット準備 1,200,000 55 94 149

西暦

28 2016
・こと日本：白葱生産開始
・こと京都：人材育成に注力

2006

2007

2008

2009

2010

2012

2013

2014

2015

440,0002011

1997

2000

2001

2002

2003

・京都の生産者　担い手育成の取り組み

・九条葱１本に絞り栽培を行う。

・京都市の事業で、直売所の運営。

・10億計画：第1歩、夏季の生産安定を目指して。

356,000

・通販事業部5年計画　目標3億円

23

・1～4月で、赤字4千万円。（心が折れそうになった。）

27
・こと日本：営業強化
・こと京都：美山の高齢化対策

・ようやく震災の影響が緩やかになった。

・こと京都㈱　売り上げ目標　15億に変更（5箇年計画）。

・京都で認められた。（どの賞よりもうれしい。）
793,000

・27年ぶりの厳冬による全国的な不作。（ほぼ被害なし）

・単年度で、4千3百万赤字。（辛かった。）

・10月完成がずれての完成。

・ホテルから誤表示・偽装の発覚。（注文依頼増。）

25 760,000

・スーパーや百貨店を中心に販売。

・26年ぶりの厳冬による不作。

・生鮮の怖さを実感。経営バランスのため、加工品強化。

・京都府全域に甚大な被害をだした台風。（被害４０ｔ）

・5年ぶりの出張。カット葱でラーメン屋に特化する。
20,000

・本社：東京千代田区。

16,000

・中国産のねぎが、自社より半値近くで販売されている。98,000

210,000

・養鶏部のマイナスがひびき、赤字。

589,000

・震災により契約据え置き・計画停電で売り上げ減。

月

・周年出荷が出来ると、取引が始まる。

・指針書完成。頭が整理できた。

・友人に誘われて入会。

・卵を使って、プリン・ロールケーキ。

・3ヶ月間、市場のセリを見学。高額商品を知る。

62,000

・父の反対を押し切り、カット葱を行う。

販売する為には、安値販売になる。②近場なので

・この方法では、1億円に行かない事を知る。

無理を言われる。③同業者から、白い目で見られる。

238,000

こと京都㈱の年表
行動基準

・父の指導の下、いろいろな野菜生産を行う。

・父の指導の下、いろいろな野菜生産を行う。

会社の出来事 年商(千円）平成

24

18

19 327,000

・菓子部事業本格稼働。

12

・3億円規模の設定で、工場を建設。（400～500ｔ/年）

・生産力のアップ。

・浅田農産鳥インフルエンザ、２８Ｋｍ移動制限。

15

334,000

・中国の餃子の問題。3月度は、中国製品がストップ。

・国産品の見直し。国産志向。・こと京都10億計画。

・安全・安心の見直し。偽装問題も同時発覚。

9

22

21

20

・九条葱部に注力の為、菓子部縮小。

・京都には、販売しない理由。①市場が完成していて

・3億の見通しが付いたので、第2事業部。

・資金繰りが難しくなり、本業値上げ。

2004

2005

・美山生産が、功を奏し安定出荷出来た。

316,000

・10億計画：第3歩　伝統野菜九条葱伝統を守る会を結成。

・3事業部で、経営に迷う。

・自社の強みである、京都を社名に入れる。

321,000

社員数

0 2 2

・１0億計画：第2歩、加工場の計画。政策金融公庫。

17

16

14

13

260,000

2 2 4

4 3 7

7 6 13

9 18 27

11 18 29

12 24 36

18 36 54

16 36 52

16 41 57

16 40 56

24 40 64

21 43 64

29 50 79

26 56 82

29
26

29
52

66 95

・過去最大の被害(台風対策の決意)
・美山にてコメ事業本格始動

1,174,000
2017

・31年加工場建設に向けての準備
・価格の見直し(10年ぶりの価格改定）

・冷凍野菜事業スタート

・今後の風での被害を無くす

30 2018

90 142

・こと京都の営業を冷凍に集中
・31年度に向けての工場竣工準備

・5代目会長(最年少)
・今年からできた6次産業部門での受賞
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講演会資料② 
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第 2 部 講演会 講師のご紹介 

                山田 敏之 （やまだ としゆき）氏 

                 東山高等学校 昭和 55年度卒 

                 株式会社 こと京都 代表取締役 

                 公益社団法人 日本農業法人協会 会長 

 

  略歴：１９６２年 京都市生まれ。東山高等学校、大阪学院大学商学部を卒業後、アパレル 

     メーカー勤務を経て１９９５年に就農。京野菜の代表である九条ねぎを扱い、既成概念に 

     とらわれない大胆な経営で、第８回京都創造者大賞・企業部門を受賞。九条ねぎを専門に 

     取り扱う「こと京都株式会社」のほか、日本全国のねぎの専門商社「こと日本株式会社」、 

     京野菜を原料とする冷凍野菜を製造販売する「こと京野菜株式会社」などの代表を務め、 

     ２０１７年６月には公益社団法人日本農業法人協会会長に就任。 

 

【校歌】 

片岡 保夫 作詞／裏戸 清治 作曲 

谷田部 宏 編曲 

 

 法の教えに底深く 根ざしかためて築きたる 

 我が学び舎の礎は ときわかきわに動きなし 

 

 朝日の光さし出づる 東の山を名に負いて 

 み訓し守りもろともに 学びの業をいそしまん 

 

 大比叡の山賀茂の川 高き理想になぞらえて 

 清き心の鑑とし 永久にならわんその姿 

 

 

【応援歌】 

 振れ振れ東山選手 東山に輝き上る 

 天つ日の守れる我等 勝鬨ぞ我等が叫び 

 

 振れ振れ東山選手 いざ突けや今一息ぞ 

 乱れたる仇のそなえ 勝鬨ぞ我等が叫び 

 

 振れ振れ東山選手 勝たんかな勝利の神は 

 あま駆り我等を守る 勝鬨ぞ我等が叫び 

 

 振れ振れ東山選手 心地よや戦い勝ちぬ 

 心地よや戦い勝ちぬ 勝鬨ぞ我等が叫び 

 

 

 

 

 

 

 

【応援歌】 

 燎乱花は散り果てて 月の桂も緑なる 

 色純潔の東山 聞かずやここに一千の 

 

 正大の気に包まれし 若き血潮の高鳴りを 

 白光長く日を抜きて 正気一際色冴えぬ 

 

 都の暮るる西の空 月も凍らん東山 

 わが校運を思いては たけき心の踊らずや 

 

 見よ T.S.の雄風を これ東山のますらおが 

 鍛えに鍛えしくろがねの いざためし見ん時は来ぬ 

 

 勝利を秘めし若人が 唇固くほほ笑みて 

 仰げば高くそそり立つ 大比叡山に月ぞ冴ゆ 


